
保存版 ☆2025年の主な天文現象
★1月12日火星が最接近(小接近) ★2月1日土星食 ★2月10日 火星食

★★3月24日など 土星の環が消失 ★5月5日 火星が散開星団Ｍ４４に接近

HAL星研のHPより



★8月16日プレアデス星団の食 ★★9月8日未明に皆既月食

★2025年は9月8日の皆既月食、16年ぶりの土星の環の消失が注目される天文現象だ。月が

惑星を隠す「惑星食」が3回起こるが、日中だったり高度が低かったりして、実際に観察する

のは難しい。月がおうし座のプレアデス星団を隠す現象も頻繁に起こり、3月5日、8月16日

は月が大きくなく見やすい。

★惑星の動き

金星 年初は「宵の明星」高度が高くよく目立つ。3月21日の内合後は「明けの明星」とな

る。高度が上がって目を引くようになるのは4～10月。

火星 年初の1月に地球に接近する。小接近のため視直径は14″どまり。

木星 おうし座からふたご座へ移る。24年12月8日、26年1月10日に衝となるため20今年

は衝(しょう)が起こらない。秋から2026年の春にかけてが観察好期。南中高度が非常に高い。

土星 うお座で9月22日に衝となり、今年も秋から冬にかけて観望会の主役となる。2025

年には16年ぶりのの環の消失が起こる。何回かチャンスがあるが、11月が見やすい。

★流星群

1月 3/4日 しぶんぎ座流星群がピーク 月の影響が無く好条件

8月 12/13日 ペルセウス座流星群がピーク 満月の4日後、条件はあまり良くない

12月 13-15日 ふたご座流星群がピーク 月が上る前の夜の前半が好条件

★８月29日伝統的七夕(旧暦七月七日)

★10月6日中秋の名月

★11月2日十三夜(後の月)

「星ナビ2025年１月号」(AstroArts)を参考にし、図もお借りしました。

★の多さは編集子の独断による注目度を表します。 NPO法人長崎県天文協会


